
  

日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治
』
掲
載
原
稿
執
筆
要
領 

  

一 
 

掲
載
原
稿
の
種
類
と
著
作
権 

 

⑴ 

『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
原
稿
は
、
特
集
論
文
、
独
立
論
文
、
書
評
論
文
、
書
評
の
四
種
類
で
あ

る
。
な
お
、
投
稿
は
本
学
会
・
会
員
（
一
般
会
員
、
学
生
会
員
、
シ
ニ
ア
会
員
（
Ａ
）
、
家
族
会
員
）

に
限
る
。 

 

⑵ 

特
集
論
文
は
、
特
定
の
特
集
テ
ー
マ
に
即
し
た
論
文
で
、
そ
の
テ
ー
マ
に
あ
て
ら
れ
た
特
集
号
に
掲
載

さ
れ
る
。
特
集
論
文
の
取
扱
い
責
任
者
は
当
該
特
集
号
の
編
集
責
任
者
（
兼
編
集
委
員
会
委
員
）
で
あ

る
。
特
集
論
文
は
原
則
と
し
て
公
募
に
よ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
編
集
責
任
者
が
個
別
に
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
集
論
文
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
め
る
。
な
お
、
特
集
テ
ー
マ
と
編
集
責
任

者
は
編
集
委
員
会
の
原
案
に
基
づ
き
理
事
会
が
決
め
る
。
特
集
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
編
集
責
任
者
が

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に
公
表
す
る
。 

 

⑶ 

独
立
論
文
は
、
特
集
論
文
以
外
の
論
文
で
あ
り
、
各
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
独
立
論
文
の
取
扱
い
責
任
者

は
編
集
委
員
会
の
独
立
論
文
担
当
副
主
任
で
あ
る
。
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
投
稿
さ
れ
た
独
立
論

文
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
が
依
頼
す
る
レ
フ
ェ
リ
ー
二
名
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
採
否
は
審
査
結
果
に

も
と
づ
く
独
立
論
文
小
委
員
会
の
最
終
判
定
を
踏
ま
え
編
集
委
員
会
が
決
め
る
。
レ
フ
ェ
リ
ー
と
原

稿
執
筆
者
と
は
互
い
に
匿
名
と
す
る
。
審
査
方
法
の
詳
細
は
別
に
定
め
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、

編
集
委
員
会
が
独
立
論
文
執
筆
を
個
別
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
論
文
原
稿
の
採
否
は
編
集

委
員
会
が
決
め
る
。 

 

⑷ 

書
評
論
文
と
は
、
関
連
す
る
複
数
の
著
・
編
著
を
取
り
上
げ
て
総
合
的
に
批
評
す
る
論
文
で
あ
り
、
書

評
と
は
単
一
の
著
・
編
著
を
取
り
上
げ
た
批
評
文
で
あ
る
。
書
評
論
文
と
書
評
の
取
扱
い
責
任
者
は
書

評
小
委
員
会
委
員
長
（
兼
編
集
委
員
会
の
書
評
担
当
副
主
任
）
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
文
献
と
執
筆
者

は
書
評
小
委
員
会
が
決
め
る
。 

 

⑸ 

以
上
の
原
稿
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
文
章
の
著
作
権
は

一
般
財
団
法
人
日
本
国
際
政
治
学
会
に
帰
属
す
る
。 

 

⑹ 

原
著
者
が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
論
文
集
へ
の
再
録
な
ど
の
形
で

複
製
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
文
書
で
編
集
委
員
会
主
任
を
通
し
て
理
事
長
に
申
し
出

る
こ
と
。
原
著
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
特
段
の
不
都
合
が
な
い
限
り
、
理
事
長
は
申
し
出
を

受
理
し
、
複
製
利
用
を
許
可
す
る
。
な
お
、
原
則
と
し
て
、
複
製
利
用
は
当
該
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
『
国

際
政
治
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
二
年
以
上
を
経
過
し
た
後
に
可
能
に
な
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
博

士
論
文
公
刊
の
た
め
に
複
製
利
用
す
る
場
合
、
お
よ
び
外
国
語
に
翻
訳
し
て
複
製
利
用
す
る
場
合
は
、

そ
の
限
り
で
は
な
い
。 



  

 
⑺ 
原
著
者
が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
掲
載
を
望
ま
な
い
場
合
、

事
前
に
編
集
委
員
会
主
任
に
申
し
出
る
こ
と
。
原
著
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
特
段
の
不
都
合

が
な
い
限
り
、
編
集
委
員
会
主
任
は
申
し
出
を
受
理
し
、
同
論
文
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
な

い
。 

 

⑻ 

原
著
者
が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
自

身
の
所
属
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
を
望
む
場
合
、
事
前
に
編
集
委
員
会
主
任
に
申
し
出

る
こ
と
。
原
著
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
特
段
の
不
都
合
が
な
い
限
り
、
編
集
委
員
会
主
任
は

申
し
出
を
受
理
し
、
同
論
文
の
所
属
機
関
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
を
認
め
る
。
た
だ
し
、

公
開
は
当
該
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
『
国
際
政
治
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
を
経
過
し
た
後
に
可

能
と
な
る
も
の
と
す
る
。 

  

二 
 

執
筆
上
の
一
般
的
注
意 

 

⑴ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、
書
き
下
ろ
し
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

⑵ 

原
稿
は
縦
書
き
の
日
本
語
と
し
、
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
・
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
作
成
す
る
こ
と
。 

 

⑶ 

特
集
論
文
と
独
立
論
文
の
原
稿
は
、
二
〇
〇
〇
〇
字
を
上
限
と
す
る
。
但
し
、
半
角
の
英
数
字
は

1/2

文
字
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。 

（
注
）
Ｍ
Ｓ
ワ
ー
ド
の
「
文
字
カ
ウ
ン
ト
」
機
能
を
使
用
す
る
際
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
計
算
す
る
。 

文
字
カ
ウ
ン
ト
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク
ス
内
の
「
文
字
数
（
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
な
い
）
」
の
字

数
を
Ａ
、「
全
角
文
字
＋
半
角
カ
タ
カ
ナ
」
の
字
数
を
Ｂ
と
し
た
時
、(A

＋B
)
÷

2
の
値
が
二

〇
〇
〇
〇
字
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
よ
い
。 

 

⑷ 

注
は
⑶
の
制
限
字
数
内
に
含
め
る
こ
と
。 

 

⑸ 

図
表
は
、
そ
の
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
次
の
目
安
に
よ
っ
て
字
数
に
換
算
し
、
⑶
の
制
限
字
数
内
に
含
め
る

こ
と
。 

 

ａ 

機
関
誌
の
一
ペ
ー
ジ
は
一
四
〇
〇
字
弱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ペ
ー
ジ
半
分
程
度
を
占
め
る

図
表
は
七
〇
〇
字
、
ペ
ー
ジ
四
分
の
一
程
度
な
ら
、
約
三
五
〇
字
と
換
算
す
る
こ
と
。 

 

ｂ 

既
刊
の
号
も
参
考
に
し
て
、
読
み
に
く
く
な
ら
な
い
範
囲
で
ど
の
程
度
の
大
き
さ
が
相
応
し
い

か
見
当
を
つ
け
、
大
体
の
換
算
を
す
る
こ
と
。 

 

⑹ 

図
表
は
白
黒
（
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
）
で
作
成
し
、
原
稿
の
希
望
す
る
箇
所
に
挿
入
し
て
お
く
こ
と
。
配

置
・
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
希
望
は
な
る
べ
く
尊
重
す
る
が
、
最
終
的
に
は
編
集
委
員
会
の
判
断
に
よ



  

る
。 

 

⑺ 

特
殊
な
文
字
や
記
号
の
使
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
印
刷
会
社
に
お
い
て
フ
ォ
ン
ト
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
や
締
切
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
執
筆
に
先
立
っ
て
取
扱
い
責
任
者
に
連
絡
す
る
こ

と
。
な
お
、
手
書
き
原
稿
の
提
出
を
希
望
す
る
場
合
も
、
締
切
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
執
筆
に

先
立
っ
て
取
扱
い
責
任
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。 

 

⑻ 

英
文
サ
マ
リ
ー
は
四
〇
〇
～
四
五
〇
ワ
ー
ド
程
度
と
す
る
。
論
文
執
筆
者
の
責
任
で
、
完
成
原
稿
を
作

成
す
る
こ
と
。
編
集
委
員
会
は
原
則
と
し
て
手
直
し
を
し
な
い
の
で
、
執
筆
者
が
各
自
で
当
該
分
野
に

詳
し
い
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
校
閲
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
。 

 

⑼ 

書
評
論
文
の
原
稿
は
一
二
〇
〇
〇
字
を
標
準
と
す
る
（
ス
ペ
ー
ス
部
分
を
含
め
て
文
字
数
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
）
。
但
し
、
半
角
の
英
数
字
は

1/2
文
字
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
書
評
論
文
に
は
英
文
サ

マ
リ
ー
を
付
け
な
い
。
制
限
字
数
は
、
書
評
論
文
対
象
書
の
数
や
性
格
に
応
じ
て
、
書
評
小
委
員
会
委

員
長
が
執
筆
者
に
個
別
に
指
示
す
る
。 

 

⑽ 

書
評
の
原
稿
は
四
〇
〇
〇
字
を
標
準
と
す
る
（
ス
ペ
ー
ス
部
分
を
含
め
て
文
字
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

こ
と
）
。
但
し
、
半
角
の
英
数
字
は

1/2
文
字
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
な
お
、
書
評
に
は
注
や
英
文
サ

マ
リ
ー
を
付
け
な
い
。
制
限
字
数
は
、
書
評
対
象
書
の
性
格
や
書
評
欄
の
ス
ペ
ー
ス
に
応
じ
て
、
書
評

小
委
員
会
委
員
長
が
執
筆
者
に
個
別
に
指
示
す
る
。 

 

⑾ 

原
稿
提
出
時
に
文
字
数
を
必
ず
申
告
し
、
取
扱
い
責
任
者
の
指
示
に
従
っ
て
制
限
字
数
内
に
収
め
る

こ
と
。 

  

三 
 

用
字
・
用
語
法 

 

⑴ 

新
字
体
と
す
る
こ
と
。
引
用
文
に
つ
い
て
も
同
じ
と
す
る
。 

 

⑵ 

新
か
な
づ
か
い
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
和
文
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
原
文
ど
お
り
で
も
良
い
。 

 

⑶ 

年
号
は
、
西
暦
を
用
い
る
こ
と
。
歴
史
論
文
な
ど
で
元
号
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
も
、
で
き
る

だ
け
括
弧
を
付
け
て
西
暦
を
記
入
す
る
こ
と
。 

 

⑷ 

日
本
語
訳
の
定
着
し
て
い
な
い
専
門
用
語
は
、
必
要
に
応
じ
て
括
弧
を
付
け
て
原
語
を
記
入
す
る
こ

と
。 

 

⑸ 

外
国
人
の
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
、
初
出
の
際
に
括
弧
を
付
け
て
原
名
な
い
し
欧
文
原
音
を
記
入

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
国
人
名
な
ど
漢
字
名
の
場
合
は
逆
に
し
て
も
良
い
し
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
省

略
し
て
も
良
い
。 



  

 
⑹ 
カ
タ
カ
ナ
の
「
ヴ
」
表
記
は
、
固
有
名
詞
の
み
に
用
い
る
こ
と
。 

 
例 

 

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
（
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
よ
う
な
場
合
に
は
用
い
な
い
） 

  

四 
 

編
別 

 

⑴ 

編
別
は
、
節
、
項
、
小
項
の
順
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
項
や
小
項
目
を
立
て
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。 

 

⑵ 

節
、
項
、
小
項
の
そ
れ
ぞ
れ
に
当
て
る
数
字
等
は
次
の
よ
う
に
統
一
す
る
こ
と
。 

 

節 
 

一
、
二
、
三･

･
･
･
･
･
 

 

項 
 

⑴
、
⑵
、
⑶･

･
･
･
･
･
 

 

小
項 

ａ
、
ｂ
、
ｃ･

･
･
･
･
･
 

 

⑶ 

「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
に
は
節
番
号
を
振
ら
な
い
こ
と
。 

 

例 
 

は
じ
め
に 

 
 

 
 

一 

西
欧
国
際
体
系
の
成
立 

 
 

 
 

⑴
国
際
体
系
の
視
点 

 
 

 
 

ａ
体
系
と
は 

 
 

 
 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
 

 
 

 
 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
 

 
 

 
 

お
わ
り
に 

  

五 
 

注
表
記 

 

⑴ 

注
は
す
べ
て
論
文
原
稿
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
こ
と
。
本
文
中
も
し
く
は
各
節
ご
と
に
注
を
付
す

こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

⑵ 

注
番
号
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
の
右
側
な
い
し
下
部
に
１
２
３
の
よ
う
に
通
し
番
号
で
入
れ
る
こ
と
。

末
尾
の
注
に
も
１
２
３
の
番
号
を
付
け
る
。
た
だ
し
、
ワ
ー
プ
ロ
・
ソ
フ
ト
の
注
作
成
機
能
の
限
界
に

起
因
す
る
軽
微
な
逸
脱
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 

⑶ 

注
に
お
け
る
参
照
文
献
の
示
し
方
は
、
正
確
か
つ
詳
細
を
旨
と
す
る
こ
と
。
原
則
と
し
て
、
著
者
、
書

名
、
発
行
所
、
発
行
年
（
も
し
く
は
著
者
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
掲
載
誌
、
巻
・
号
、
発
行
年
）
を
明
記

す
る
こ
と
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
引
用
箇
所
な
ど
の
頁
を
示
す
こ
と
。 

 

⑷ 

日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
朝
鮮
語
の
文
献
は
縦
書
き
と
し
、
単
行
書
お
よ
び
雑
誌
・
新
聞
の
書
名
を
『
』

で
示
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
を
「
」
で
示
す
こ
と
。
そ
の
他
の
横
書
き
言
語
の
文
献
は
横
書
き
と
し
、
原

則
と
し
て
単
行
書
お
よ
び
雑
誌
・
新
聞
の
書
名
を
イ
タ
リ
ッ
ク
（
ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
）
に
し
、



  

論
文
タ
イ
ト
ル
を
ダ
ブ
ル
・
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
で
括
る
こ
と
。 

 

例
１ 斎

藤
綾
子
『
結
核
病
棟
物
語
』
思
想
の
科
学
社
、
一
九
八
九
年
、
八
〇―

九
三
頁
。 

筒
井
康
隆
「
法
子
と
雲
界
」
筒
井
康
隆
編
『
夢
探
偵
』
光
文
社
、
一
九
八
九
年
、
五
三―

七
八

頁
。 

松
浦
理
英
子
「
葬
儀
の
日
」
『
文
學
界
』
三
二
巻
一
二
号
、
一
九
七
八
年
一
二
月
、
一
三
四―

一
六
一
頁
。 

 

 

例
２ 

E
. H

. C
arr, The Tw

enty Years’

 C
risis, 1919-1939: Introduction to the Study 

of International R
elations  (L

ondon: M
acm

illan, 1946), pp.37-40. 

〔
出
版
地

名
は
必
要
に
応
じ
て
入
れ
る
〕 

R
ichard N

. R
osecrance, "B

ipolarity, M
ultipolarity, and the F

uture," Journal 
of C

onflict R
esolution, 10-3 (Septem

ber 1966), pp.306-320. 
J. D

avid Singer, "T
he Incom

plete T
heorist: Insight W

ithout E
vidence," in 

K
laus K

norr and Jam
es N

. R
osenau, eds., C

ontending A
pproaches to 

International Politics (P
rinceton: P

rinceton U
niversity P

ress, 1969), pp.66-
67. 

 
 

例
３
（
反
復
引
用
の
場
合
） 

斎
藤
、
前
掲
書
、
一
二
三
頁
。 

松
浦
、
前
掲
論
文
、
一
五
五
頁
。 

同
上
、
一
五
六
頁
。 

C
arr, op.cit., pp.49-53. 

Ibid., p.102. 
 

⑸ 

公
文
書
館
等
が
所
蔵
す
る
一
次
資
料
か
ら
の
引
用
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
こ
と
。 

ａ 

文
書
の
性
格
（M

em
o, Stim

son to Trum
an, JC

S R
eport, P

P
S M

inutes

な
ど
）
も
し

く
は
文
書
番
号
（SW

N
C

C
 150, P

W
C

 M
inutes 26

な
ど
） 

ｂ 

文
書
に
表
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
ダ
ブ
ル
・
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
に
入
れ
て
表
題
を

示
す
こ
と
。 

ｃ 

文
書
の
日
付 

ｄ 

文
書
館
の
大
分
類
（B

ox 36, N
otter P

apers, R
ecord G

roup 90, F
O

 80

な
ど
） 

ｅ 

文
書
館
の
館
名
と
所
在
地
（N

ational A
rchives, W

ashington, D
.C

.; P
ublic R

ecord 
O

ffice, L
ondon, 

二
度
目
か
ら
は
、N

A
, P

R
O

と
略
記
す
る
） 

 
 

例 
N

SC
 41, "U

.S. P
olicy R

egarding Trade w
ith C

hina," F
ebruary 28, 1949, R

ecord 
G

roup 90, N
ational A

rchives, W
ashington, D

.C
. 

［
以
下N

A

と
略
記
］ 

 

⑹ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
得
た
資
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、
資
料
の
著
者
・
作
成
者
、
名
称
、
作
成
・



  

刊
行
日
、
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
正
確
な
ア
ド
レ
ス
（U

R
L

）
、
そ
れ
を
利
用
し
た
日
付

を
明
記
す
る
こ
と
。 

 

⑺ 

注
表
記
は
原
則
と
し
て
本
文
に
注
番
号
を
付
す
方
式
の
み
と
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
方
式
（
本
文
に
参
考
文

献
の
著
者
名
と
発
行
年
、
ペ
ー
ジ
数
を
記
述
し
て
出
典
を
示
し
、
文
末
注
に
す
べ
て
の
情
報
を
記
す
）

で
参
考
文
献
を
記
す
こ
と
は
認
め
な
い
。 

 

⑻ 

注
表
記
の
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
や
注
の
中
で
執
筆
者
自
身
の
文
献
に
つ
い
て
も
第
三
者
に
よ

る
文
献
と
同
様
に
表
記
す
る
こ
と
と
し
、
「
拙
著
」
や
「
拙
稿
」
と
い
っ
た
形
で
の
文
献
表
記
を
し
な

い
こ
と
。
特
に
、
独
立
論
文
原
稿
を
投
稿
す
る
者
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
る
こ
と
。 

  

六 
 

原
稿
提
出 

 

⑴ 

提
出
す
る
原
稿
は
、
す
べ
て
縦
書
き
の
完
成
原
稿
と
す
る
こ
と
。
原
稿
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
採
択

が
決
ま
っ
た
原
稿
は
、
誤
字
訂
正
な
ど
軽
微
な
修
正
以
外
、
校
正
段
階
で
の
修
正
を
一
切
認
め
な
い
の

で
、
提
出
に
あ
た
っ
て
は
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。 

 

⑵ 

原
稿
は
、
そ
の
種
類
に
応
じ
て
、
右
記
一
の
各
取
扱
い
責
任
者
に
提
出
す
る
こ
と
。
原
稿
フ
ァ
イ
ル
は
、

原
則
と
し
て
Ｍ
Ｓ
ワ
ー
ド
で
作
成
し
、
責
任
者
宛
の
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
。
必

ず
、
フ
ァ
イ
ル
の
文
書
形
式
を
縦
書
き
に
設
定
し
て
お
く
こ
と
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
以
外
で
の
提
出
を
希

望
す
る
執
筆
者
は
予
め
取
り
扱
い
責
任
者
と
協
議
す
る
こ
と
。
な
お
、
提
出
し
た
原
稿
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
・
フ
ァ
イ
ル
を
執
筆
者
の
手
元
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
。 

 

⑶ 

論
文
本
文
の
原
稿
の
冒
頭
に
は
論
文
題
名
（
副
題
を
含
む
）
の
み
を
記
し
、
執
筆
者
名
を
記
さ
な
い
こ

と
。
目
次
も
付
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
書
評
論
文
に
つ
い
て
は
執
筆
者
名
を
記
し
て
も
よ
い
。 

 

⑷ 

書
評
論
文
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
論
文
題
目
に
続
い
て
、
対
象
と
な
っ
た
文
献
の
書
誌
情
報
を

次
の
よ
う
に
記
す
こ
と
。
和
書
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
対
象
書
の
著
者
名
と
書
名
を
掲
げ
、
次
に
発
行
所

名
、
刊
行
年
、
総
ペ
ー
ジ
数
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。
な
お
、
著
者
名
と
書
名
の
英
語
訳
を
付
け
る
こ

と
。
外
国
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
読
み
の
著
者
名
と
書
名
の
和
訳
を
先
に
掲
げ
、
そ
の
次
に
原
語
で
、

著
者
名
、
書
名
、
続
い
て
、
発
行
所
名
、
刊
行
年
、
総
ペ
ー
ジ
数
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。 

 

⑸ 

図
表
や
英
文
サ
マ
リ
ー
原
稿
も
、
論
文
本
文
原
稿
と
共
に
、
別
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
メ
ー
ル
に
添
付
し

て
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
英
文
サ
マ
リ
ー
原
稿
に
は
論
文
題
目
と
執
筆
者
名
も
記
す
こ
と
。 

 

⑹ 

書
評
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
右
記
⑷
に
記
し
た
書
評
論
文
と
同
一
様
式
で
対
象
文
献
の
書
誌
情
報
を

記
し
た
後
、
執
筆
者
名
を
記
す
こ
と
。 

 

⑺ 

原
稿
を
提
出
す
る
際
、
審
査
・
編
集
上
の
便
宜
の
た
め
、
以
下
の
事
項
を
記
し
た
文
書
を
、
別
の
フ
ァ



  

イ
ル
と
し
て
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
。 

ａ 

和
英
両
文
に
よ
る
論
文
題
名
と
執
筆
者
名
。 

ｂ 
原
稿
の
文
字
数
（
図
表
が
あ
る
場
合
に
は
、
各
図
表
分
を
併
記
す
る
こ
と
）
。 

ｃ 
（
イ
）
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
い
ず
れ
も
自
宅
と
所
属
先
の
両

方
）
、
（
ロ
）
所
属
（
英
文
併
記
）
、
（
ハ
）
職
名
（
英
文
併
記
）
。 

ｄ 

一
年
以
内
に
長
期
（
二
週
間
以
上
に
わ
た
る
）
不
在
の
予
定
が
あ
る
場
合
、
不
在
期
間
と
そ
の 

間
の
連
絡
方
法
。 

 

⑻ 

取
扱
い
責
任
者
は
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
関
し
て
、
編
集
委
員
会
に
よ
る
掲
載
の
可
否
を
最
終
決
定
す

る
前
に
、
執
筆
者
に
対
し
て
原
稿
の
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

⑼ 

審
査
の
結
果
、
レ
フ
ェ
リ
ー
の
意
見
に
も
と
づ
き
改
稿
の
提
出
を
認
め
、
再
投
稿
さ
れ
た
原
稿
を
再
審

査
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
再
審
査
用
の
原
稿
等
一
式
も
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
再
提
出
す
る
こ
と
。 

 

⑽ 

添
付
フ
ァ
イ
ル
が
開
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
執
筆
者
は
取
扱
い
責
任
者
や

印
刷
会
社
と
の
間
で
適
宜
協
議
し
、
速
や
か
に
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
こ
と
。 

  

七 
 

校
正 

 

⑴ 

原
稿
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
採
択
さ
れ
た
原
稿
は
そ
の
段
階
で
完
成
原
稿
と
み
な
す
。
し
た
が
っ

て
、
執
筆
者
は
、
校
正
の
段
階
で
の
内
容
の
変
更
や
行
数
の
増
減
を
伴
う
変
更
（
新
デ
ー
タ
の
追
加
や
、

す
で
に
組
み
上
が
っ
た
部
分
の
一
部
廃
棄
な
ど
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
違
反
し
た
校
正
に
つ

い
て
は
、
編
集
委
員
会
の
判
断
で
変
更
を
認
め
な
い
こ
と
や
、
執
筆
者
に
校
正
に
か
か
る
費
用
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

⑵ 

校
正
用
の
ゲ
ラ
は
、
取
扱
い
責
任
者
が
印
刷
会
社
に
入
稿
し
た
完
成
原
稿
（
図
表
を
含
む
）
に
必
要
な

編
集
作
業
を
し
た
結
果
で
あ
り
、
末
尾
に
は
執
筆
者
名
の
ひ
ら
が
な
読
み
と
所
属
を
括
弧
で
括
っ
て

挿
入
し
て
あ
る
。 

 

⑶ 

著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
ゲ
ラ
を
受
け
取
っ

て
か
ら
一
週
間
以
内
と
し
、
校
正
済
み
の
ゲ
ラ
を
期
間
内
に
印
刷
会
社
に
返
却
す
る
こ
と
。
専
門
の
校

正
者
は
い
な
い
の
で
、
執
筆
者
は
、
自
身
の
責
任
で
校
正
（
原
稿
引
き
合
わ
せ
、
素
読
み
、
赤
字
引
き

合
わ
せ
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
校
正
に
際
し
て
は
、
自
己
流
で
は
な
く
、
標
準
の
記
号
や
指
示
方
法

を
用
い
る
こ
と
。 

 

⑷ 

再
校
は
、
原
則
と
し
て
、
印
刷
会
社
の
担
当
者
と
編
集
委
員
会
だ
け
が
関
与
す
る
。
た
だ
し
、
再
校
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
れ
が
生
じ
な
い
範
囲
で
著
者
再
校
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
希
望
す
る
執
筆

者
は
印
刷
会
社
の
担
当
者
と
編
集
責
任
者
に
相
談
す
る
こ
と
。 

 



  

⑸ 
再
校
の
段
階
で
、
編
集
委
員
会
が
表
記
の
統
一
な
ど
の
た
め
に
著
者
校
了
の
ゲ
ラ
に
手
を
入
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
執
筆
者
は
予
め
了
解
し
て
お
く
こ
と
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
編
集
責
任
者
が
執
筆
者

と
協
議
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

  

八 
 

そ
の
他 

 

⑴ 

執
筆
者
に
は
学
会
か
ら
掲
載
号
一
冊
と
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。
そ
れ
以
上
の
部
数
の
抜
刷
の
制

作
は
、
製
本
以
前
の
段
階
で
印
刷
会
社
に
直
接
注
文
す
れ
ば
費
用
自
己
負
担
で
可
能
で
あ
る
の
で
、
印

刷
会
社
と
連
絡
を
取
る
こ
と
。 

 

⑵ 

な
る
べ
く
多
く
の
会
員
に
執
筆
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
特
集
論
文
か
独
立
論
文
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
一
執
筆
者
の
原
稿
が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
二
年
間
に
一
回
限
り
（
学
生
会
員
の
み

一
年
間
に
一
回
限
り
）
と
す
る
。
な
お
、
書
評
論
文
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 

⑶ 

独
立
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
採
択
さ
れ
た
原
稿
を
受
理
し
た
日
付
順
に
掲
載
す
る
。
再
投
稿
さ
れ
た

原
稿
が
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
再
投
稿
原
稿
を
受
理
し
た
日
付
に
よ
る
。
掲
載
す
る
号
は
、
編
集
委
員

会
が
決
め
る
。 

  

以
上  

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
一
七
年
九
月
一
七
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
理
事
会
改
定
〔
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
〕
） 

（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
理
事
会
改
定
〔
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
〕
） 

（
二
〇
二
一
年
三
月
七
日
理
事
会
改
定
〔
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
〕
） 

（
二
〇
二
五
年
六
月
七
日
理
事
会
改
定
）  
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